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□□□□□□□□□□
アンテナ・伝播研究専門委員会からのお知らせ

                       委員長　鹿子嶋　憲一（茨城大）

  中国,西安で来年3月に海外開催されます第一種研究会(CJSAP2000)について、およびアンテナ・伝搬における設計・解析手法ワークショップについてお知らせします.

皆様の積極的な投稿, 参加をお願い致します.

◆Call for Papers 2000 China-Japan Joint Symposium on Antennas and Propagation

  アンテナ・伝播研究専門委員会では，アジア地域の近隣諸国との間で，海外開催の第一種研究会を開くことを計画しています．今回開催を予定している第一種研究会は，1997年5月に開催した「1997年日タイ合同アンテナ・伝播シンポジウム（1997 Thailand-Japan Joint Symposium on Antennas and Propagation（TJSAP'97）」に続く第２回目であり，特に携帯電話の普及速度が速く，これらの技術に対する研究者，技術者の興味が極めて高い中国において開催するものです．以下に実施要領を示しますので，皆様の積極的なご投稿をお願い致します．

　　　　　　　－　記　－

(1) 名称：２０００年中日合同アンテナ伝播シ

         ンポジウム

       2000 China-Japan Joint Symposium on

       Antennas and Propagation (CJSAP2000)

(2)日時：2000年 3月 16日（木）～ 17日（金）

(3)場所：唐城賓館（西安，中国）

(4)主催：電子情報通信学会　アンテナ・伝播

         研究専門委員会，西安電子科技大学

(5)共催：IEEE APS Tokyo Chapter

(6)テーマ：アンテナ・伝搬関連技術一般

(7)公用語：英語（予稿も含む）

(8)発表件数：約20件

(9)参加資格：電子情報通信学会の会員・非会

             員を問わない

(10)版権：電子情報通信学会に所属

(11)会議形態：第一種研究会（Proceedings と

              して信学技報を用いる）

(12)アブストラクト投稿締切：

                1999年12月1日（水）必着

(13)アブストラクト投稿様式：

· アブストラクト（100ワード以内，題

                名・著者名・所属・本文）

　　・連絡先（所属，住所，電話／ファックス

              番号，メールアドレス）

(14)原稿投稿締切：

                2000年1月20日（木）必着

(15)アブストラクト・原稿投稿先，問合先：

　　 牧野　滋

　　　〒247-8501 鎌倉市大船5-1-1

　　　三菱電機株式会社情報技術総合研究所

      アンテナ部

　　　TEL 0467-41-2532，FAX 0467-41-2519，

      E-mail makino@isl.melco.co.jp

(16)日程（案）：

　　　　3月15日（水）日本より到着，

        　　　　　　　　夜：Welcome Party

　　　　3月16日（木）開会式，研究会

　　　　3月17日（金）研究会，夜：懇親会

　　　　3月18日（土）テクニカルツアー

　　　　3月19日（日）帰国

(17)現地費用：４万円（ホテル宿泊費４泊分，

     Welcome Partyと懇親会費用，

     テクニカルツアー費用，空港送迎バス費

     用，その他）

     全員，同じホテル【唐城賓館（会場）】

     に宿泊いただくよう，お願いいたします．

(18)その他：中国に入国するためにはビザが必

            要です．6ヶ月以上の有効期間を

            もつパスポートがあれば申請でき

            ます．申請後，10日間前後が必

            要です．

最新情報はAP研ホームページにてご確認下さい.

◆アンテナ・伝搬における設計・解析手法ワークショップ（17回）

○－FD-TD法によるアンテナ解析の実際－

講師：　新井　宏之　氏（横浜国大）

主催：アンテナ・伝播研究専門委員会

　アンテナ・伝播研究専門委員会では,関連する研究専門委員会と連携して、1994年度から第二種研究会として「アンテナ・伝搬における設計・解析手法ワークショップ」を開催して参りました.これは，アンテナ・伝搬研究者や技術者を主たる対象に,設計・解析の実力向上を図ることを目的とするもので,これまでに,第１回目「モーメント法によるアンテナ解析入門コース」から第16回目「広帯域移動通信の多重波伝搬理論とモデリングコース」を実施し好評を頂いております.

　今回の第17回ワークショップは,アンテナ解析法として大きな関心が寄せられていますFD-TD法の応用コースとして「FD-TD法によるアンテナ解析の実際」をテーマとして開催いたします.本講習は，各種アンテナを解析するにあたり，如何にモデリングをおこなうか注意すべき点などに重点を置いて数多くの実例をあげながら解説します.奮ってご参加下さい.

○講義内容

　近年の計算機の発達に伴いFDTD法を用いたアンテナ解析が現実的なものとなりつつあります.FDTD法のアルゴリズム自体は単純ですが，アンテナ解析に用いるためには，モデリングをいかに行うかが重要となるとともに，実際の設計等に活用するためにもできるだけ少ない計算機資源を用いて計算がすることが不可欠です.本ワークショップでは，FDTD法によるアンテナの解析法について，数多くの実例によりその適用法を解説します. 

(1)アンテナ解析のためのFDTD法

   吸収境界，給電モデルと入力インピーダン

   ス，放射パターン

(2)アンテナのモデリング

   誘電体を含む問題，サブセル法によるモデ

   リング，収束加速法，有限地板の取り扱い

(3)アンテナ解析の実例

   モノポールアンテナ，パッチアンテナなど

(4)プログラミングの実例

　なお，テキストは受講者に約４週間前に配布され，予習を前提としています.

○日時：2000年3月27日（月）9：30～17：00

        2000年電子情報通信学会総合大会

      （3/28-31、広島大）の前日

○会場：広島市内

○受講定員：100名

· 受講料：テキスト代金を含み

     一般／会員 13,000円，非会員 15,000円

     学生／会員  4,000円，非会員  5,000円

  申し込み受け付け後，事務局から受講受付番号と受講料振り込み案内をお送りしますので，それに従って受講料をお支払い下さい.

· 受講申込み期間：

              10月15日（金）～1月31日（月）

（先着順：満員になり次第締め切ります.期日前の申し込みは無効です.受講者希望者が定員を大幅に超えた場合には再度開催する可能性があります.）

○受講申し込み方法：下記のAP研ホームページにて申込方法をご確認の上，emailあるいはFaxにより，下記の受講申込先にお申し込み下さい（郵送，電話は不可）.

【受講申込先】

アンテナ・伝搬における設計・解析手法ワークショップ　第17回実行委員会

事務局　村田まり奈

（東京工業大学 工学部 電気電子工学科　

                          安藤研究室気付）

E-mail:workshop@antenna.pe.titech.ac.jp　　　　　　　　　Fax:03-5734-2901

【問合先】

アンテナ・伝搬における設計・解析手法ワークショップ　第17回実行委員会

総務担当幹事　高橋應明（武蔵工業大学 工学部 電子通信工学科）

E-mail:masa@ieee.org 　　　　

Phone: 03-3703-3111,Fax: 03-5707-2181 

◆アンテナ・伝搬研究会の今後の予定

　                  〔　〕内発表申込締切日

○11月18日(木)

 「放送用アンテナ伝搬技術・一般」

  ITE ROFT研,IEEE AP-Sと共催

　NHK技研　〔締切済〕

○12月16日(木)

 「フレッシュマンセッション」

  IEEE AP-Sと共催

　弓町クラブ  〔締切済〕

○1月20日(木),21日(金)

 「一般」IEEE AP-S,URSI-Fと共催

　岡山大学   〔11月10日（水）〕

○2月17日(木),18日(金),19日(土)

 「移動通信WS」RCS研,SST研,MW研,ITS研,

  IEEE AP-S,URSI-Kと共催

　横須賀リサーチパーク   〔12月10日（金）〕

○3月16日(木),17日(金)

 「一般」IEEE AP-Sと共催

　西安(中国)  〔アブストラクト投稿締切：

                      　　〔12月1日（水）〕

【研究会の発表申込先・問合先】

　宇野　亨　(東京農工大学)

　TEL: 042-388-7146

　FAX: 042-385-6729

　E-mail: ap@mail.ieice.or.jp

· ホームページ

(http://www.ieice.or.jp/cs/jpn/ap)にて，研究会の予定・プログラムなど様々な情報の提供を行っております．また，掲載記事の希望，御意見などありましたらap@mail.ieice.or.jpまでお願い致します．

□□□□□□□□□□
衛星通信研究専門委員会からのお知らせ

                          委員長  高畑　文雄　（早大）

   衛星通信研究会の今後の開催計画をお知らせします．皆様の積極的な投稿, 参加をお願い致します．

◆衛星通信研究会（SAT)の開催予定のご案内

[  ]内発表申込締切日

○10月21日(木)

　群馬大学　[締切済]

「マルチメディア衛星通信，一般」

　CS研と共催

○11月19日(金)

　大阪市立大学　[9月20日]

「一般」

　単独開催

○1月20日(木),21(金)

　香川大学　[11月18日]

「移動体衛星通信・信号処理および一般」

　DSP研，RCS研と共催

○2月25日(金)

　鹿児島大学　[12月16日]

「宇宙通信システムと衛星搭載機器，一般」

　SANE研と共催

　

【研究会の発表申込先・問合先】

E-mail：sat@ieice.or.jp 

                     (衛星通信研究専門委員会幹事)

または

　南園 健一

           （（株）ＫＤＤ研究所 無線通信グループ）

　〒356-8502 上福岡市 大原 2-1-15

　TEL：0492-78-7855,FAX：0492-78-7524

　堀川　浩二　（ＮＴＴ未来ねっと研究所 

                       ワイヤレスシステム研究部）

　〒239-0847 横須賀市 光の丘 1-1

　TEL：0468-59-8435,FAX：0468-55-1497

☆ホームページのご案内

  衛星通信研究会のホームページアドレスは，

http://www.ieice.or.jp/cs/jpn/sat/ですので、ご利用下さい．

□□□□□□□□□□
環境電磁工学研究専門委員会からのお知らせ

                          　委員長  上　芳夫（電通大）

   今回は，本年５月に開催されましたEMC'99 ／TOKYOの報告ならびに，今後の第一種，第二種研究会のスケジュールをお届けいたします．

◆ 第４回環境電磁工学国際シンポジウム（EMC'99/TOKYO）報告

　本年，５月１７日～２１日，第４回環境電磁工学国際シンポジウムが中央大学駿河台記念館で開催されました．本シンポジウムは５年に一回我が国で行われている環境電磁工学の国際会議で第一回が１９８４年に東京で，第二回を１９８９年に名古屋で，そして第三回を１９９４年に仙台で行い，それぞれ５００名程度の参加者があり，成功裡に終えることが出来ました．今回も４９３名の参加者（内１１２名が外国人）があり，セッション会場，コーヒーブレークの場所とも活発な議論が行われ，成功裡に終えるこが出来ました．以下に，概要を紹介します．

1． 発表論文数：

１）一般論文１９６

２）招待論文　２０

　　　　計　２１６（内８６件が外国からの論文）

３）APTS　　　２２

  APTSはAdvanced Products and Technology Sessionの略で動態展示，静態展示を伴うポスターセッションで第三回仙台のシンポジウムから始めた新しい形態のもので，実際の現象，あるいは実物を見ながらじっくりと議論が出来るのが特長です．今回も，APTSの会場ではそれぞれのブースで参加者の輪ができ，活発な議論が展開されていました．

　今回のシンポジウムでの特長はプリント基板関係の論文発表が非常に多く，セッションが行われた３日間を通して一会場が割り当てられました．プリント基板は機器やシステムの機能の中心的なものでありEMCと機能の関係が益々強くなっていることを感じました．今後ともこの傾向は続くものと思います．しかし，EMCにはまだまだ解決していかなければならないテーマが多いことも事実でで，発表件数が少ないあるいはゼロでもその分野の重要性が低いというものでは勿論ありません．その他では，Transmission

 Line関係が１５件，ESD+Lighting関係が１４件，Biologikal Effect関係が１３件あり，現在のEMC研究の関心の中心がどこにあるかを垣間みることが出来たように思います．尚，一般論文でProceedingに収録された論文の国別の内訳は以下の通りです．

日本：１１７，ドイツ：２２，中国：１４，ロシア：７，米国：７，イタリー：４，シンガポール：４，カナダ：３，台湾：３，フランス：２，イラン：２，韓国：２，ベラルス，ベルギー，香港，インド，イスラエル，ポーランド，スイス，英国，ウクライナ，各１

２．技術の資料集の発行

　３８社より，資料をご提供いただき，参加者全員に配布しました．ノイズ対策，測定設備の設置等のお役に立てていただけると思います．

３．見学旅行：NTT+首都東京に１３名の，三菱電機鎌倉＋古都鎌倉に３０名の参加者があり，大いに楽しんでいただきました．

４．バンケット：約１６０名の参加者があり，時間がきても会場から引き上げる人が少なく困るぐらいに話しの輪ができ，盛会でした．

５．その他：今回，シンポジウムと並行して同じ会場でIEEEのBOD関連の行事（Standards Committee, Workshop, Party等）が行われ，このことが本シンポジウムの活性化に大いに貢献して下さいました．

  終わりに，本シンポジウムの開催にあたり．多方面からいただいた御協力，ご尽力に深く感謝します．有り難う御座いました．

（執筆者：仁田　周一  東京農工大学，EMC'99／TOKYO組織・運営委員長）

◆「電気・電子機器のＥＭＣワークショップ」

　－EMC設計・評価のためのシミュレーション問題－

恒例となりました「電気・電子機器のＥＭＣワークショップ」を開催いたします．今回の主テーマは，「EMC設計・評価のためのシミュレーション問題」です．

電子機器のEMC問題の抜本的解決策として，EMCシミュレーション技術に対する期待が高まっています．また，EMI測定へのシミュレーション技術の応用も期待されています．各種の回路シミュレータや電磁界シミュレータ，EMIシミュレータが開発され，機器開発への導入が始まっていますが，「導入はしてみたもののうまく使えない」「実際の問題に対する活用が難しい」といった声も多く聞かれます．これまでにもシミュレーションの原理的解説や適用例の報告は数多く見られますが，「正しいシミュレータの使い方は？」「適用時の問題点は？」といった本当に知りたいことはなかなか分かりません．本企画では，チュートリアル講演としてこの分野の第一人者に，実際の設計問題への適用法を中心に解説いただきます．参加者からの質問に対しての回答と解説もお願いする予定です．また，「EMC設計・対策技術」，「EMC規格の動向」も企画しています．大学，官公庁，メーカーの研究者，技術者が一堂に会し，活発に意見交換する場を設けますので，奮ってご参加頂きますようご案内申し上げます．

期日：平成11年11月11日(木),12日(金)

会場：湯沢グランドホテル（南魚沼郡湯沢町大字湯沢2494 TEL(0257)84 2351）

テーマ： 

（１）EMC設計・評価のためのシミュレーション問題

　　(1)チュートリアル講演

　　（EMC設計のためのモーメント法／EMC設計のた

　　　めのFDTD法）

　　(2)解説とパネルディスカッション

（２）EMC設計・対策技術

（金属板が近接したプリント基板のEMI解析／EMC設計CAD／新素材のEMC設計への応用）

（３）規格の動向

（EMC試験所認定制度の功罪／現状のNSAの問題点とCISPR案について）

定員：100名程度

参加費：28,000円を予定（参加費10,000円（資料代含む）,懇親会6,000円,宿泊費12,000円）

【問い合わせ・申し込み先】

〒247-8501　鎌倉市大船５－１－１

三菱電機（株）情報技術総合研究所 アンテナ部

岡　尚人

TEL：0467-41-2965,FAX：0467-41-2518

E-mail：trou@isl.melco.co.jp

主催：環境電磁工学研究専門委員会 

（委員長 上　芳夫）

◆環境電磁工学研究会（EMCJ）今後の予定

 [  ]内発表申込締切日

· 11月26日(金)  姫路工業大学工学部   

[9月20日(月)]

○12月 3日(金)　京都大学　　　　[10月10日(日)]

　　主催：電気学会・電磁環境技術委員会　

　　協賛：EMCJ

· 12月22日(水） 豊橋技術科学大学　  

　　　[10月20日(水)]

· 2000年 1月18日(火)東京農工大学

　　　[11月10日(水)]

　　共催：電気学会・電磁環境技術委員会

○  2月　　休会

○  3月(日程未定)機械振興会館　　[1月20日(木)]

　　共催：映像情報メディア学会 

　　　　　無線・光伝送研究会

【発表申込先・問合先】

和田 修己（岡山大学工学部電気電子工学科）

〒700-8530 岡山市津島中3-1-1

TEL: 086-251-8137,FAX: 086-251-8136

E-mail: wada@elec.okayama-u.ac.jp

EMCJホームページ：

http://www.tc.knct.ac.jp/EMCJ/index.html
□□□□□□□□□□
交換システム研究専門委員会からのお知らせ
              交換システム研究専門委員会

委員長 田中良明（早大）

　交換システム研究会（SSE）の今後の予定を以下に示します。

皆様の積極的な投稿、参加をお待ちしております。

☆SSE研究会今後の予定　［　］内発表申込締切日

○10月28日（木）,29日（金）　［締切済］

　開催地　立命館大学

　テーマ［分散処理,ソフトウェア,シグナリング,

　　　　　一般］

○11月15日（月）,16日（火）　［締切済］

　開催地　NTT武蔵野研究開発センタ（武蔵野市）

　テーマ［IP網制御・管理,オープン網制御・管理,

　　　　　一般］

　TM研究会と共催

○12月16日（木）,17日（金）　［10月20日］

　開催地　長崎大学（長崎市）

　テーマ［高速IPネットワーク,光パケットスイッチ

　　　　　ング,一般］

　PS研究会と共催

○2月3日（木）,4日（金）　［11月12日］

　開催地　静岡大学（浜松市）

　テーマ［アクセスシステム,光信号処理,波長多重伝

　　　　　送,一般］

　OCS研究会と共催

○3月9日（木）,10日（金）

　開催地　ホテルアローレ（加賀市）［1月14日］

　テーマ［一般］

　IN研究会と共催

　IN研究会との合同ワークショップ併催

☆最新情報は、交換システム研究会ホームページをご覧下さい.

　http://www.ieice.or.jp/cs/jpn/sse

【SSE発表申込・問合せ先】

◎発表申込、お問い合わせは

　E-mail : sse@ieice.or.jp

　（幹事および幹事補佐宛）

　または,

　幹事補佐　　山本　晋　　（NTT）

　　〒180-8585　武蔵野市緑町3-9-11

　　TEL:0422-59-2744,FAX：0422-37-7467

　　E-mail : Yamamoto.Susumu@lab.ntt.co.jp

　幹事　　　　河村　仙志　（NTT）

　　〒180-8585　武蔵野市緑町3-9-11

　　TEL：0422-59-3762,FAX:0422-37-7467

　　E-mail : Komura.Hisashi@lab.ntt.co.jp

□□□□□□□□□□
情報ネットワーク研究専門委員会・交換システム研究専門委員会・通信方式研究専門委員会からのお知らせ
                    情報ネットワーク研究専門委員会

委員長 齋藤孝文（ＮＴＴ）

              交換システム研究専門委員会

委員長 田中良明（早大）

         通信方式研究専門委員会

委員長 広崎膨太郎（ＮＥＣ）
◆第３回アジア太平洋情報通信シンポジウム１９９９（ＡＰＳＩＴＴ'９９）

　情報ネットワーク研究専門委員会，交換システム研究専門委員会，通信方式研究専門委員会では，モンゴル技術大学と共催で，標記の第二種研究会を開催しましたので報告します．

開催期間：平成11年8月30日，31日

会場　　：科学技術センタービル（CSTI），

　　モンゴル技術大学（MTU）

　　　　　  （モンゴル ウランバートル）

参加人数：8ヶ国160名

論文数　：60編

主催　　：情報ネットワーク研究専門委員

          会，交換システム研究専門委員

          会，通信方式研究専門委員会，

          モンゴル技術大学

　　　　　IEEE Communications Society 

          (テクニカルコスポンサ)

開催状況：

　オープニングセッションにおいて，モンゴル政府より大臣等のご列席をいただき，大統領顧問のEnkbold氏がモンゴル大統領の代理として，オープニングスピーチをされました．引き続き，モンゴル，日本，マレーシアおよびIEEE Communications Societyの代表によるオープニング／キーノートスピーチが行われました．

　また，ゲストスピーチセッション，チュートリアルセッション，テクニカルプログラムセッションにおいて各分野の最新技術の紹介や研究論文の発表などが行われ活発な質疑討論が行われました．

　いままで情報通信分野の国際会議が開催されていないモンゴルにおいて本シンポジウムを開催したことにより，モンゴルと日本および参加各国の研究者間の交流が深められ，本シンポジウムの「アジアの国との情報通信分野の新しい掛け橋を創る」という所期の目的は達成されたと考えられます．

　なお，APSITT ’99の詳細については，以下のホームページを参照願います．

http://www.ieice.or.jp/jpn/intconf.html

【問合先】

佐藤和弘 

    (NTT情報流通プラットフォーム研究所)

〒180-8585 武蔵野市緑町3-9-11

Tel:0422-59-2755,Fax: 0422-60-7372

E-mail: sato.kazuhiro@lab.ntt.co.jp

□□□□□□□□□□
情報ネットワーク研究専門委員会からのお知らせ
委員長  齋藤 孝文（ＮＴＴ）
◆情報ネットワーク（ＩＮ）研究会今後の予定

　本研究会（ＩＮ）の今後の予定を以下に示します.皆様の発表申込，参加をお待ちしております.　［　］内発表申込締切日

10月28日（木），29日（金）［締切済］

機械振興会館

特集: 次世代インターネットおよび一般

CQ研究会と共催

11月18日（木），19日（金）［締切済］

北海道大学

特集: 分散ネットワークアプリケーション技術

      および一般

情報処理学会DPS研究会と併催

12月:休会

1月27日（木），28日（金）［11月12日（金）］北九州国際会議場

特集:高速ネットワーク，アプリケーション，

     管理および一般

TM，OFS研究会と共催

2月10日（木）［12月13日（金）］

大阪大学吹田キャンパス

特集：未定

3月9日（木），10日（金）［1月14日（金）］ホテルアローレ（石川県）

特集：一般

SSE研究会と共催

SSE研究会との合同ワークショップ(3月8日，9日)同時開催

· 最新の情報は

http://www.ieice.or.jp/cs/jpn/in/をご参照下さい．

【IN発表申込・問合せ先】

石橋圭介（ＮＴＴ）

〒180-8585 武蔵野市緑町3-9-11

Tel:0422-59-3407,Fax: 0422-60-7372

E-mail: ishibashi.keisuke@lab.ntt.co.jp

佐藤和弘 (NTT情報流通プラットフォーム研究所)

〒180-8585 武蔵野市緑町3-9-11

Tel:0422-59-2755,Fax: 0422-60-7372

E-mail: sato.kazuhiro@lab.ntt.co.jp

□□□□□□□□□□

通信方式研究専門委員会からのお知らせ

　　　　　　委員長　広崎　膨太郎（ＮＥＣ）

  今回は,「第１２回情報伝送と信号処理ワークショップ」のご案内ならびに通信方式研究会（CS）のご案内をいたします．

皆様の積極的な参加,投稿をお待ちしております．

★第１２回情報伝送と信号処理ワークショップ

            実行委員長 仙石正和 (新潟大学)

  「進化する情報通信環境」をテーマとし，下記の要領で第１２回ワークショップを開催致しますので，奮って御参加下さい．

  これまで本ワークショップでは，通信に関するパラダイムシフトを中心に新しい技術の方向を探ってきました．パラダイムシフトの重要な要因として，情報通信技術の進歩と同時にサービスの拡大があげられます．これら，技術環境とサービス環境を，総合して情報通信環境ととらえ，今回は「進化する情報通信環境」をテーマに討論をすることと致しました．(１)自動車交通環境と画像，(２) 次世代通信環境を変えるサービスと通信技術，(３) メディア環境と情報通信，（４）新しい無線通信環境を支える（実現する）技術展開，などが主なテーマです．それぞれの分野の第一線の研究者による講演やパネル討論です．会場には越後（新潟県）の奥座敷，歴史と文化の町，村上市の"瀬波温泉"を選びました．幅広い通信方式分野全般にわたり研究・討論を深め，同分野の研究者と懇親を深めるだけでなく，大空の下に広がる日本海を眺めつつ，露天風呂の名湯につかり心身の疲れをほぐす心地よさをお楽しみいただければ幸いです．多数の皆様の御参加を心からお待ち申し上げております．

日時: 平成11年11月18日(木)，11月19日(金)

会場: 大観荘　せなみの湯

  （〒958-0037村上市瀬波温泉2-10-24，

                       電話：0254-53-2131）

講演: テーマ「進化する情報通信環境」

      以下のセッションを計画しています.

11月18日（木）

◎新しい自動車交通環境と画像 (13:00-15:00)

　座長：谷本正幸（名大）

１. インフラ側からの交通情報収集と提示

 　 小沢慎治　(慶應義塾大学)

２. ITSにおける走行環境認識技術

    二宮芳樹 （豊田中央研究所）

３. 交通情報提示とドライバーの振る舞い

 　 桃沢宗夫　(阪神高速道路管理技術センター)

◎次世代通信環境を変えるサービスと通信技術 (15:10-17:30)

　座長：前田洋一（ＮＴＴ）

１. 高速マルチメディアサービスの展開"そのグローバル性とローカル性"

　　金田哲也（NTT-ME）

２. テラビットネットワークのアプリケーションと社会からの期待

　　安田　浩（東京大学）

３. Linuxが変える次世代通信環境

　　生越昌己（ネットワーク応用研究所，日本Linux協会会長）

◎特別講演 (18:00-19:00)

　座長：佐藤健一（ＮＴＴ）

　「ディジタルアーカイブの世界の動向（仮題）」

    岩淵潤子（美術館運営・管理研究者）

11月19日（金）

◎パネルディスカッション (8:15-11:00)

　メディア環境と情報通信：明日への展望

　座長：山口治男（東京工科大学）

  基調講演：メディア環境と情報通信（山口治男：東京工科大学）

  講演１　：サイバーソサイエティの展望と課題（小川克彦：ＮＴＴ）

  講演２　：メディア表現技術と動向（金子　満：東京工科大学）

  講演３　：ホーム・パーソナル情報環境の展望（阪田史郎：ＮＥＣ）

  講演４　：ネットワーク環境の現状と動向（奈須野　裕：日本テレコム）

  全体討論：明日への展望

◎特別講演 (11:00-12:00)

　座長：仙石正和（新潟大学）

「fMRI and informatics（機能的磁気共鳴画像と情報科学）」

　中田力 (新潟大学脳研究所附属脳疾患解析センター長）

◎新しい無線通信環境を実現する技術展開 (13:30-15:30)

 　座長：三宅 真（三菱電機）

 １. 第４世代移動通信の課題

  　 山尾 泰（NTT移動通信網)

 ２. ソフトウェア無線の時代に向けたインテリジェント無線伝送技術

     三瓶 政一（大阪大学）

 ３. 欧州ＡＣＴＳ計画ＳＡＭＢＡプロジェクトにおける広帯域移動通信技術の開発

     石津文雄（三菱電機）

・参加申し込み締切　10月29日(金)

・参加費: 学会員 24,000円，非会員 29,000円，学生 4,000円

・宿泊費: 8,000円(全参加者共通)

・参加費・宿泊費は銀行振り込みが可能です.

   振り込み先: 第一勧業銀行 衣笠支店 

             普通口座1948615(支店番号 381) 

   情報伝送と信号処理ワークショップ(代表) 岸根　桂路 

   〒239-0847 横須賀市光の丘1-1　

   Tel.0468-59-8558

   なお、振り込み通知(金額内訳を明記)を下記まで E-mail,Fax等で行って下さい.

　 E-mail: kishine@exa.onlab.ntt.co.jp  

   Fax: 0468-55-1282

・参加申し込み手続き 　

   氏名、所属組織,連絡先住所,電話,FAX,

   e-mailアドレス,参加形態 (学会員/非会員/学生、宿泊有無),支払い方法(振り込み,当日払い),宿泊情報(性別,喫煙)を下記までE-mail,Fax等でお申し込み下さい.

   E-mail: fujita@PTL.tmg.nec.co.jp

   Fax. 044-435-5697  藤田　佳賢

主催: 情報伝送と信号処理ワークショップ実行委員会,通信方式研究専門委員会

· CS研究会の今後の予定　

                    ［　］内発表申込締切日

10月21,22日　群馬大［締切済］

                           （SAT研と共催）

　マルチメディア衛星通信,一般

11月　休会　

  （情報伝送と信号処理ワークショップ実施）

12月16,17日　名大［10月19日］

（IE研,映像情報メディア学会：放送方式研

  情報処理学会,AVM複合情報処理研究会と共

  催）

　画像符号化技術,一般

1月　休会

2月17,18日　阪大［12月19日］

                            （CQ研と共催）

　QoS,信頼性,一般

3月　東北大［1月19日］（CAS,DSP研と共催）

　通信のための信号処理,一般

【発表申込・問合先】

　山下幹夫

（日本電気株式会社アクセスシステム開発本部第一開発部）

    TEL (044)435-5641, FAX (044)435-5681

    E-Mail : myamashi@acs.tmg.nec.co.jp

  お申し込みは，なるべくE-mailでお願いします．

受付の確認のメールを差し上げます．

なお，お申し込みの際は，以下の内容をご記入下さい．

○題目

○氏名（発表者を明示）

· 所属学会（通信，電気，テレビ，ME，音響，

            照明，応物，画像電，情報処）

○勤務先

· 論文の性格（理論／シミュレーション，理論

  と実験結果の対照，施設工事等の報告，実験

  結果の報告，試作品あるいは製品化の報告，

  その他）

○内容概要（200字程度以内）

○連絡先（郵便番号，住所，氏名，電話／FAX／E-mail）

☆ホームページのご案内

研究会開催予定は下記に掲載されておりますので，御利用下さい．

アドレスは，

http://www.ieice.or.jp/jpn/workshops.html

です．

□□□□□□□□□□

電子通信エネルギー技術研究専門委員会からのお知らせ

　　　　　　委員長　戸高　敏之（同志社大）

◆今年度の第一種研究会を以下のように予定しておりますので,みなさまのご参加をよろしくお願い致します.

　第４回研究会

　　日　　時：11月18-19日

　　場　　所：同志社大学（京都）

　　小テーマ：回路・制御技術関連および一般

　　共　　催：IEEE Power Electronics Society

              Tokyo Chapter

　　18日の研究会終了後に懇親会を予定してお

    ります.

　第５回研究会

　　日　　時：１月14日

　　場　　所：機械振興会館（東京）

　　小テーマ：電池技術関連および一般

　　共　　催：CPM研究会,IEEE Power

              Electronics Society Tokyo

              Chapter

　第６回研究会

　　日　　時：２月17-18日

　　場　　所：長崎市科学館（長崎）

　　小テーマ：回路技術関連及び一般

　　共　　催：照明学会光の発生・関連システ

              ム研究専門部会,IEEE Power

              Electronics Society Tokyo 

              Chapter

　　17日の研究会終了後に懇親会を予定してお

    ります.

◆今年度の第二種研究会を以下のように予定しておりますので,みなさまのご参加をよろしくお願い致します.

　日時：12月８日　13：00～17：00

　場所：機械振興会館

　テ ー マ：電子・通信機器用電源システム

            を支えるソフトウェア技術研究会

　参 加 費：2500円（予定）

【参加申込先・問合先】

大津智（NTT通信エネルギー研究所）

〒180-8585　武蔵野市緑町3-9-11

 TEL:0422-59-4048, FAX:0422-59-2347

 E-mail：ohtsu@ilab.ntt.co.jp

□□□□□□□□□□

光通信システム研究専門委員会からのお知らせ

委員長　鳥羽　弘（ＮＴＴ）

  光通信システム研究会（OCS）の今後の活動予定等を以下にお届けします．みなさまの積極的なご投稿,ご参加をお待ちしております．

☆OCS研究会の今後の予定

○10月21,22日（木,金）

　場　所：藤原総合文化会館（栃木,鬼怒川）

　共　催：電気学会通信研究会

　テーマ：「光通信,多波長/波長可変光源,光フ

           ァイバ,オペレーション/保守監視及

           び一般」

　申込締切：締切済

○11月25,26日（木,金）

　場　所：鹿児島大学

　共　催：OPE,OQE

　テーマ：「超高速・大容量光伝送処理,偏波

           分散,デバイス技術及び一般」

　申込締切：締切済

○2月3,4日（木,金）

　場　所：静岡大学

　共　催：SSE

　テーマ：「アクセスシステム,光信号処理,波

           長多重伝送及び一般」

　申込締切：11月12日

· 3月16日

  場　所：横須賀リサーチパーク

                      （NTT DoCoMo）

　共　催：ＭＷＰ

　テーマ：「フォトニックネットワーク,光マ

           イクロ波融合および一般」

　申込締切：1月18日

· 5月26日

  場　所：機械振興会館

　共　催：OCS単独

　テーマ：「(仮）バックボーンネットワーク,

           長距離大容量および一般」

　申込締切：3月17日

· 6月22,23日

  場　所：北見工大

  共　催：CS

　テーマ：「(仮）データアクセスシステム（光,

           メタリック）および一般」

　申込締切：4月18日

  お申し込み（エントリー）は下記発表申込・問合先までE-mail（またはFAX）でお願いします．なお，お申し込みの際は以下の内容をご記入下さい．

○題目

○氏名（発表者を明示）

· 所属学会

· 勤務先

· 論文の性格（純然理論，理論と実験結果の対

              照，施設工事等の報告，実験結

              果の報告，試作品あるいは製品

              化の報告，など）

○内容概要（２００字以内）

○連絡先（住所，氏名，電話／FAX／E-mail）

【発表申込・問合先】

重松　昌行（住友電気工業　研究開発部門伝送システム開発部）

TEL:045-853-7207,FAX:045-851-1557

E-mail：shige@yklab.sei.co.jp

· ＯＣＳ関連第二種研究会の案内 　

１．「第3回４０Gbit/s光伝送技術研究会」

　日時：2000年３月17日(金)

　会場：横須賀リサーチパーク

                         （NTT DoCoMo）

　詳細は「http://www.ieice.or.jp/cs/jpn/ocs/」に掲載します.

【問合先】

高田　篤（ＮＴＴ未来ねっと研究所）

TEL:0468-59-8052，FAX:0468-59-3396

E-mail：takada@exa.onlab.ntt.co.jp

２．「第13回光通信システムシンポジウム」

　日時：1999年12月9日（木）13時

 　　　　　　　　　～10日（金）15時30分

  場所：箱根湯本富士屋ホテル

  統ーテ－マ：

　「爆発するデータ通信量

　　　　----光通信技術はどう応えるか？----」

  プログラム概略：

 第1日目（12月9日（木））午後

1． 基調講演

２．ワ－クショップ

　ＷＳ－１：超広帯域光転送技術(仮題)

　ＷＳ－２：次世代高密度多重WDM伝送シス

       テムを実現するキーデバイスとは(仮題)

　ＷＳ－３：インターネット社会における(光）

       アクセス網の役割(仮題)

3． 展示会

４．懇親会

 ５．ランプセッション

 第2日目（12月10日（金））

 午前：招待講演　全5件

 午後：ワークショップ総括・特別セッション

       2件 

詳細は随時

「http://www.ieice.or.jp/cs/jpn/ocs/」に掲載します.

【問合先】

重松　昌行（住友電気工業　研究開発部門伝送システム開発部）

TEL:045-853-7207,FAX:045-851-1557

E-mail：shige@yklab.sei.co.jp

· □□□□□□□□□

無線通信システム研究専門委員会からのお知らせ

委員長　鈴木　博 （東工大）
  本研究会（RCS）の今後の予定を以下に示します．皆様の積極的な投稿，参加をお待ちしております．

◆ＲＣＳ研究会の今後の予定

○第6回研究会

　日時：10月 14/15日(木/金)

　会場：豊田中研

　共催：AP研

　テーマ：無線通信/一般

　発表申込締切日：締切済

○第7回研究会

  日時：11月 26日(金)

　会場：機械振興会館

　発表申込締切日：締切済

○第8回研究会

　日時：1月 20/21日(木/金)

　会場：香川大学

　共催：DSP研/SAT研

　テーマ：移動衛星通信/信号処理/一般

　発表申込締切日：11月 12日(金)

※発表申込締切日が変わりましたのでご注意下さい.

○第9回研究会

　日時：2月 17/18/19日(木/金/土)

　会場：YRP

　共催：AP研/SST研/MW研/ITS研

　テーマ：移動通信ワークショップ

　発表申込締切日：12月 10日(金)

【発表申込先】

長谷良裕（通信総研）

TEL: 0468-47-5060,FAX: 0468-47-5069

E-mail: hase@crl.go.jp

須田博人（NTT DoCoMo）

TEL: 0468-40-3472,FAX: 0468-40-3789

E-mail: suda@mlab.yrp.nttdocomo.co.jp

◎発表申し込みは，なるべく電子メールでお願いします．

☆その他トピックス

ホームページ

(http://www.ieice.or.jp/cs/jpn/rcs/index.html)を更新しました．こちらもご覧ください．

□□□□□□□□□□

光スイッチング研究専門委員会からのお知らせ

　　　　　　委員長　小関　健（上智大）

  今回は,「第２回フォトニックスイッチングワークショップ」, および今後のPS研究会の開催予定をお知らせします. 皆様の積極的な投稿, 参加をお待ちしております.

●第２回フォトニックスイッチング ワークショップ

オーガナイザ 村上 孝三（大阪大）

日時：11月１日（月）13：30～22：00

会場：ＮＴＴ御殿場経営研修所

（同会場で翌日2日（火）に光スイッチング研究会の第一種研究会（テーマ：光パケットルーティングシステム・デバイス）を開催します）

交通手段：電車ＪＲ御殿場線「御殿場駅」下車（一部の小田急は直接乗り入れ）. 御殿場駅よりマイクロバス, 路線バス, タクシー等利用. 

・マイクロバス（25名）：当日, 御殿場駅-研修所間１便運行予定. 

・路線バス：「河口湖駅」「富士学校」行バス

    （４番・５番線）に乗車し, 「ＮＴＴ研修

    所」下車. 徒歩３分

・自家用車　東名高速道路「御殿場インター」

    から15分

・高速バス　東名高速バス「東名御殿場」下車. 

    車で15分

メインテーマ：大規模ＩＰネットワークを実現

          するフォトニックスイッチング技術

　これまでのコネクション型のネットワーク技術から視点を変えて,ＩＰルーティング型のフォトニックスイッチング技術の可能性について議論する. インターネットや光ネットワークの現状と将来を, システムとデバイスの両面から分析し展望する. また,次世代インターネットインフラとしてのフォトニックＩＰスイッチング方式と光ノード構成のイメージの具体化に挑む. 

議題：

［特別講演］ 情報通信ネットワークの最新動向

司会：行松 健一（ＮＴＴ）

１．インターネットの最新状況と超高速ルータ技術の動向：村上 孝三（大阪大学） 

２．光アクセス網と光インタコネクションの研究開発動向：河合正昭 （富士通研究所 ）

３．フォトニックネットワーキング技術の研究開発動向：山口 正泰（ＮＴＴ）

４．光通信ノードの構成技術－スイッチングデバイスと実装－：高橋 成五（ＮＥＣ）

［テーマ討論］フォトニックＩＰスイッチはこう作る！？　　司会：藤原 雅彦（NEC）

［ランプセッション］

参加費：一般：7,000円, 学生：2,000円

宿泊費：一般, 学生共に：8,000円

・参加費には翌日の第一種研究会の資料代は含まれません. 

・ 翌日の昼食（1,000円）が必要な方は, 参加申し込み時にお申し出下さい. 

・費用は11月1日の受付時にまとめて徴収致します. 

・申し込みが遅い場合, 宿泊の予約をお受け出来ない場合がございますのでお早めにお願いいたします. 

・参加申込書, 宿泊施設, 交通手段, 地図, 等については, 下記URLをご参照下さい. 

http://www.ieice.or.jp/cs/jpn/ps/callfor9911v2.htm

参加申込締切：　10月7日（木）

参加申込先：　山口幹事まで（下記参照）

◆ PS研究会の今後の予定

○ 11月2日（火）［発表申込締切済］

  場所: NTT御殿場研修所

  テーマ: 光パケットルーティングシステム・デバイス［11月1日の上記ワークショッ

             プと併催］

○ 12月16, 17日（木, 金）

  場所: 長崎大

  共催: SSE研究会

  テーマ: 高速IPネットワーク, 光パケットスイッチング, 一般

　申込締切：10月20日（水）

○ 1月18, 19日（火, 水）

  場所: 京都大

  共催: OPE, LQE, EMT, 電気学会EMT研究会

  テーマ: 半導体導波路素子, スイッチング, PLC, ファイバ型デバイス, 導波路解析,一般

　申込締切：11月5日（金）

☆最新情報は, 光スイッチング研究会ホームページをご覧下さい.

http: //www.ieice.or.jp/cs/jpn/ps/

【発表申込・問合先】

藤原雅彦（NEC光・超高周波デバイス研究所）

〒216-8555　川崎市宮前区宮崎4-1-1

TEL:
044-856-2334,FAX:044-856-2224

E-mail:
fujiwara@oel.cl.nec.co.jp

山口正泰（NTT未来ねっと研究所）

〒239-0847　横須賀市光の丘1-1

TEL:
0468-59-2696,FAX:0468-55-1282

E-mail:
myama@exa.onlab.ntt.co.jp

□□□□□□□□□□
      光ファイバ応用技術研究専門委員会からのお知らせ

                        委員長　藤井　陽一（日大）

◆光ファイバ応用技術研究会（OFT）の今後の開催予定をお届けします．皆様の多数のご参加をお願いいたします．

○ 第4回研究会

日時: 11月26日（金）

会場: フジクラ本社ビル（木場）

テーマ:一般

申込締切: 締切済

○ 第5回研究会

日時:1月14日（金）

会場:東北大学

テーマ:一般

申込締切: 11月17日（水）

○ 第6回研究会

日時:2月23日（水）

会場:機械振興会館（6F67号室） 

共催:OPE研究会

テーマ:光波センシング，光波制御・光検出，光計測，ニューロ，一般

申込締切: 12月10日（金）

【発表申込・問合先】

坪川　信

     （NTTアクセスサービスシステム研究所）

〒305-0805つくば市花畑1-7-1

TEL:0298-52-5703,FAX:0298-52-5706

E-mail:tubokawa@ansl.ntt.co.jp

柏原一久（古河電工　光技術研究所）

〒290-8555　市原市八幡海岸通6

TEL:0436-42-1774,FAX:0436-42-9340

E-mail:k-kashi@ch.furukawa.co.jp

□□□□□□□□□□
テレコミュニケーションマネジメント研究専門委員会からのお知らせ




委員長　徳永 裕史（ＮＴＴ）

○ APNOMS99開催模様

　TM研究会,韓国KNOMの共催にて,第3回Asia-Pacific Network Operation and Management Symposium (APNOMS99)が韓国慶州にて9月1日から3日まで開催されました.日本,韓国,アメリカ,オーストラリア等の9カ国から276名の参加があり,活発な意見交換・議論が行われました.

　会議の構成は,初日が6件のチュートリアルからなるチュートリアルセッション,2日目と3日目はテクニカルセッションで40件の論文発表,

特別セッションとして移動体通信関連の研究発表が5件,およびポスタセッションとして6件の研究発表がありました.3日目の最後には”シームレスなエンド－エンドサービスマネージメントを如何に実現するか”と題して,富士通の江尻氏の司会のもとパネルディスカションが行われました.また,2日,3日目はセッションと並行してベンダ12社による製品展示も行われ,各社から最新製品のデモが行われました.APNOMSではOHPの説明形式を提出論文フォーマットに指定しており,比較的容易に論文作成,投稿が可能なため,国際会議参加経験の少ない若手研究者にとっても気軽に投稿できる国際会議といえます.今回（APNOMS99）も若手研究者の参加が多く,活気ある会議となっていました.

　次回APNOMSは来年秋に日本開催の方向で,これから調整がおこなわれます.みなさまの投稿,参加を期待しています.

· TM研究会の今後の予定

                    （[ ]内発表申込締切日) 

  TM研究会の今後の活動予定を以下にお届けします．みなさまの積極的なご投稿,ご参加をお待ちしております．

○11月15日(月）,16日(火）[申込締切済]

会場：NTT武蔵野研究開発センタ(東京)

共催：交換システム研究会

テーマ：IP網制御・管理,オープン網制御・管

        理,一般

○2000年１月27日(木),28日(金)[11月12日]

会場：北九州国際会議場(北九州)

共催：北九州市,情報ネットワーク研究会,オフ

      ィスシステム研究会

テーマ：超高速ネットワーク,アプリケーショ

        ン,ネットワーク管理,一般

○2000年3月 (第二種研究会) [未定]

会場：沖縄

テーマ：未定

【TM発表申込・問合先】 

池内 哲之 (NTT)

〒239-0847 横須賀市光の丘1-1

NTT情報流通プラットホーム研究所

次世代情報ネットワークプロジェクト

TEL：0468-59-2249,FAX：0468-55-1029  　

E-mail：ikeuchi@nttmhs.tnl.ntt.co.jp

◆TM研究会の活動については以下のURLをご覧下さい.

 http://www.ieice.or.jp/cs/jpn/tm/

· □□□□□□□□□□

コミュニティ・ネットワーク時限研究専門委員会からのお知らせ

 委員長　 宮澤 正幸（長野県工科短期大学校）
  コミュニティネットワーク時限研究会は，コミュニティ活動を活性化するサービスやそれらを下支えする技術体系の明確化を目指した平成8年度から3年間にわたる研究活動の成果をベースラインとし，提供者側論理のみに偏らない新しいコミュニティ・ネットワークの成立要件を明らかにする目的で本年4月より研究活動を開始しました．

  コミュニティ・ネットワークの研究活動も4年目を迎え，単に実現ツールの議論に止まらず，草の根運動のあり方や行政の施策を含め，討議課題は極めて多岐にわたっています．

今回，本研究会の活動をオープンに展開し，各地域の草の根的活動者，行政，ツール提供者など様々な関係者を含めて討議する場として，「地域で育てるコミュニティ・ネットワーク」をメインテーマとしたシンポジウムを開催致します．本シンポジウムでは，地域コミュニティでの新しい動きおよびネットワークにおける最新技術の適用を含めた招待講演，一般講演，およびパネル討論会の開催を予定しておりますので，多数のご参加をお待ち致します．

【日時】平成11年11月4日（木）13:30～

　　　　　　　　11月5日（金）12:00

【会場】

  上田市マルチメディア情報センター

  （上田市大字下之郷812-1 上田リサーチパーク内）

  　URL:  http://www.umic.ueda.nagano.jp

  ・JR上田駅より車で12分

  ・上田交通別所線「大学前」駅より徒歩20分

【主催】電子情報通信学会　通信ソサイエティ

　　　　コミュニティネットワーク時限研究会

【後援】上田市

【テーマ】「地域で育てるコミュニティ・ネットワ

　　　　　　　ーク」

【懇親会】 11月4日 (木) 18:30～20:30 

(於: 上田東急イン)

【オプションツアー】 11月5日(金) 12:15～ 

（参加費別途）

【参加費】

    ・一般: 10,000 円 (懇親会費を含む)

    ・学生割引:  500 円 

　　　　　　　　　(シンポジウムのみ参加の場合)

  参加費の支払いは下記の事前振込みまたは当日会場にてお願いいたします（請求書は発行いたしません）．

【プログラム（予定）】

〈1日目〉 11月4日（木）

  ・12:50～ 受付

  ・13:30-13:40 オープニング

  ・13:30-15:20 招待講演セッション

    座長 宮澤 正幸（長野県工科短期大学校）

    招待講師(1) 郵政省 官房審議官 稲村 公望 様

    招待講師(2) 八十二文化財団 尾崎行也 様

  ・15:20-15:30 休憩

  ・15:30-17:30 パネルディスカッション

    座長 藤原 洋（インターネット総合研究所）

    出席予定者 福田 豊 様（電気通信大），

　　　　　　　吉田 敦也 様（京都工繊大），　

                寺沢 勝一 様（上田市）ほか，全5名

  内容 各地のコミュニティ・ネットワーク活動推進者，地方自治体，サーバ技術研究者，ヒューマンインタフェース専門家を招き，今回のテーマに沿ったディスカッションを予定

  ・18:30-20:00 懇親会（上田東急イン）

〈2日目〉 11月5日（金）

  ・9:00-11:00 一般講演

     座長 谷 英明（NEC）

     内容 コミュニティ・ネットに関する一般講演

　　　　（6件）を予定

  ・11:00-11:10 休憩

  ・11:10-11:50 CN研究会報告

    座長 山口 治男（東京工科大学）

    内容 コミュニティ・ネットワーク研究会におけ

　　　　る研究活動に関する報告を予定

  ・11:50-12:00 クロージング

  ・午後 オプションツアー（地域観光）を計画して

　　います．

【参加申込方法】

  以下の項目を記載し，下記送付先へFAXまたはE-mailで御連絡下さい（なるべくE-mailをご利用下さい）．

<参加申込記載項目>

(1) 参加者氏名 (漢字，フリガナ)

(2) 会社名/学校名，所属部署

(3) 参加区分: 一般参加/学生割引利用

(4) 連絡先住所，TEL，FAX，E-mail

(5) 参加費の支払方法: 

　　事前振込(10月19日まで)／当日支払

<参加申込み送付先>

・CNシンポジウム受付 

　(NTTコミュニケーションズ 大宮)

  FAX:03-3581-5036

  E-mail:i.omiya@ntt.co.jp

<参加申込締切>

  10月19日(火)

<参加費振込先> 「事前振込」の方は以下までお願いします．

・口座番号: 三和銀行 綱島支店 （日吉出張所）

　　　　　 3860265

  ・口座名称: コミュニティネットワーク

  参加費の振込は10月19日(火)までにお願いいたします．なお，参加費支払後のキャンセルへは返金致しません．御了承下さい．

【宿泊申込み方法】

  シンポジウム発表者，参加者で宿泊を希望される方は，団体で申し込みますので下記宛に氏名，連絡先（住所，所属，TEL，FAX，E-mail），宿泊日を明記の上FAXまたはE-mailで10月18日(月)までにご連絡下さい．

<宿泊申込先>

  金子 義幸（上田市マルチメディア情報センター）

　FAX:0268-39-1010

  E-mail:kaneko@umic.ueda.nagano.jp

なお宿泊先ついては「上田東急イン」（1泊朝食付き8,400円税サ込）です．

シンポジウム内容については，本研究会のホームページ(http://www.ieice.or.jp/cs/jpn/cnj/）もご覧下さい．また，本シンポジウム全般についてのお問い合わせは下記までお願いいたします．

【問合先】

  谷 英明（NEC）

  TEL:044-856-2123, FAX:044-856-2230

  E-mail: tani@ccm.CL.nec.co.jp

· □□□□□□□□□□

ネットワーク社会とライフスタイル時限研究専門委員会からのお知らせ

              委員長　 久保田文人（通信総研）

「第1回ネットワーク社会とライフスタイルワークショップ」のご案内をいたします．皆様の参加をお待ちしています．

◆第1回ネットワーク社会とライフスタイルワークショップ

　本ワークショップでは，ネットワーク社会における生活の質の向上を図ることをめざし，ライフスタイルの諸問題，関連技術課題に関しての研究活動を深めるため，「ネットワーク社会におけるライフスタイルの変化」をメインテーマに，一般および招待講演，パネル討論を行なう予定です．

期日　平成11年11月30日(火) [発表申込締切済]

会場　工学院大学（新宿区）

メインテーマ　「ネットワーク社会におけるライフ

　　　　　　　　スタイルの変化」

パネル討論    「携帯電話とライフスタイル(予定)」

研究会終了後，懇親会を予定しています．

参加問合先：

原井 洋明（通信総合研究所統合通信網研究室）

〒184-8795 小金井市貫井北町4-2-1

TEL:042-327-5418，FAX:042-327-6680

Email:harai@crl.go.jp

☆ホームページのご案内

ワークショップ開催予定等をホームページ

(http://www.ieice.or.jp/cs/jpn/ntsl/)

に掲載しておりますので，ご利用ください．

· □□□□□□□□□□

モバイルマルチメディア通信時限研究専門委員会からのお知らせ

              委員長　 富永　英義（早大）

　今回は，10月に東京で開催される第5回モバイルマルチメディア通信ワークショップMoMuC-J5参加募集，モバイルマルチメディア通信に関する国際ワークショップMoMuC'99 参加募集をお届けします．

◆第5回モバイルマルチメディア通信ワークショップ参加募集

Mobile Multimedia Communication Workshop JAPAN 5 (MoMuC-J5)

委 員 長　富永英義（早大）

副委員長　赤岩芳彦（九大）・服部武（上智大）

日時　平成11年10月15日(金) 13:00-16:00

会場　早稲田大学国際会議場 3階第3会議室

     （新宿区西早稲田1-20-14）

　　　地下鉄東西線早稲田駅より徒歩8分

テ ー マ「端末，ネットワークベンダー，ネットワ

          ークオペレータ，放送の視点から見たIP, 

          QoS, モビリティの現状と将来展望」

        （招待講演＋パネル討論）

(1) 次世代インターネットを利用したホームネットワーキング

  岩間 光夫（シャープ株式会社 マルチメディア推進本部横須賀研究センター 所長）

(2) パーソナルマルチメディア（モバイルコンピューティング，デジタル放送）と急速に融合するインターネット

  阪田 史郎（NEC ヒューマンメディア研究所 所長）

(3) ネットワークオペレータから見たモバイルマルチメディアアプリケーション

  中野 博隆（NTT DoCoMo マルチメディア研究所 所

              長）

(4) 移動受信サービスを目指した地上デジタル放送

  山田　宰（NHK 放送技術研究所 所長）

(5) パネル討論

申込締切　平成11年10月8日（金）

参加費　会員1,000円，非会員2,000円，

         学生 無料（当日，会場にてお受けします．

         その際，領収書を発行します．）

参加申込　(1)氏名，(2)所属，(3)住所，(4)電話番

           号，(5)FAX番号，(6)Emailアドレス，(7)

           所属学会を下の申込先までお送り下さい．

申込先　如澤 裕尚（NTT第三部門）

　  　　〒100-0004 東京都千代田区大手町2-3-1 

         逓信ビル8階

　　　　TEL:03-5205-5379，FAX:03-5205-5369

　　　　Email:h.jozawa@hco.ntt.co.jp

主催　  モバイルマルチメディア通信時限研究専門

         委員会

なお，MoMuC-J5のWebページ

http://www.ieice.or.jp/cs/jpn/mmc/mmc-mmcj5cfp.html もご参照下さい．

◆The Sixth International Workshop on Mobile Multimedia Communications(MoMuC'99)

モバイルマルチメディア通信に関する国際ワークショップ'99 参加募集

The Sith IEEE* International Workshop on Mobile Mutimedia Communications MOMUC'99

  San Diego, California, USA, November 15-17, 1999

Call For Papers & Demos

   Sponsored by IEEE Communications Society* 

   Technical Committees on Computer

   Communications Multimedia Communications 

   Internet Personal Communications 

   In co-operation with the ACM SIGCOMM* 

   ACM SIGMOBILE* Center for Wireless 

   Communications,University of California, 

   San Diego and the Center for Telecommunications 

   Research,Columbia University

The Sixth IEEE* International Workshop on Mobile Multimedia Communications (MOMUC'99) will provide an international forum for the discussion of research in wireless and mobile multimedia communications. The workshop, to be held in San Diego, a city with vibrant wireless industries, will bring together researchers, developers and practitioners working in all facets of advanced mobile multimedia communications.

The scope of MOMUC'99 will include broadband wireless networking for data and multimedia, mobile multimedia systems and applications together with associated mobile computing devices, video processing and enabling software technologies. 

In the past the workshop has been cross-disciplinary, small and well focused, consisting of keynote speakers, panels and solicited contributions with the emphasis on innovation. As

a result, a considerable amount of time is devoted to informal discussion. The Sixth IEEE International Workshop on Mobile Multimedia Communications will be limited to 150 participants. Authors are invited to submit previously unpublished full research papers, short position papers and outlines for demonstration prototypes. Suggested focus areas

include: 

High-speed wireless modem and radio techniques 

Experimental systems, architectures and 

Implementation techniques

Medium access/data link control 

Handoff signaling systems 

Mobile computing devices 

Power management issues 

Internetworking of wired and wireless networks 

Wireless network management & service control 

Mobile miltimedia applications and platforms 

Signal processing techniques 

Distributed systems and mobile multimedia communications

Software radios 

Next generation mobile Internet 

Adaptive mobile systems 

Multimedia satellite communications 

Enabling software technologies for mobile systems 

Mobile multimedia ad hoc networks 

Programmable and active mobile networks 

Advances in cellular systems 

Wireless transport services and protocols 

Piconet technologies 

Video compression, including MPEG-4 

Quality of Service in wireless and mobile networks 

Mobile agent technology 

<< WORKSHOP COMMITTEE >>

Steering Committee:

D. Goodman (Rutgers University)

D. Raychaudhuri (NEC, Princeton)

H. Tominaga (Waseda University Tokyo)

General Chair:

Anthony Acampora (UC San Diego)

Program Co-Chairs:

Andrew T. Campbell (Columbia University)

George C. Polyzos (UC San Diego)

Program Committee:

Yoshihiko Akaiwa (Kyushu University)

Rajeev Jain (UCLA)

B. R. Badrinath (Rutgers)

Anthony Joseph (UC Berkeley)

Victor Bahl (Microsoft Research)

Gunnar Karlsson (Royal Inst. of Tech.)

Hari Balakrishnan (MIT)

Mark Karol (Lucent)

Vaduvur Bharghavan (UIUC)

Kyung S. Kwak (Inha University)

Giuseppe Bianchi (Palermo University)

Khiem Le (Nokia)

Kalyan Basu (Nortel Networks)

Petri Mahonen (VTT)

Ernst Bonek (TU Wien)

Gerald Maguire (KTH Stockholm)

Shih-Fu Chang (Columbia University)

Maximilian Ott (NEC)

Franco Davoli (U. di Genoa)

Steve Pink (Lulea University)

Julio Escobar, (Senacyt)

Tom La Porta (Lucent)

James Freebersyser (ONR)

Albert Stienstra (Phillips)

Mario Gerla (UCLA)

Masahiro Umehira (NTT)

Zygmunt Haas (Cornell University)

Adam Wolisz (TU Berlin)

Jon Inoyue (Intel)

Local Organization Committee:

Javier Gomez, Columbia University

Carol K. Tohsaku, San Diego State University

IEEE MOMUC'99 will be held in the Hyatt Islandia on San Diego's Mission Bay. 

(* to be approved)

なお,詳細はMoMuC99のWebページ 

http://cwc.ucsd.edu/momuc99/ をご参照下さい．

· □□□□□□□□□□

ネットワークの変革とソフトウェア時限研究専門委員会からのお知らせ

              委員長　 太田　理（創価大）

　今回は,「第２回ネットワークの変革とソフトウェア研究会」のご案内を致します. 皆様の積極的な投稿, 参加をお待ちしております.

●第２回ネットワークの変革とソフトウェア研究会

委員長　太田理(創価大)

　本研究会は，昨今のインターネットの急速な普及IP網をバックボーンとする電話会社の登場，通信と放送の融合などネットワークがめまぐるしい変革を遂げている中，ネットワークを利用して多様なサービスを実現するという観点から，ネットワークを制御するソフトウェアやネットワークを活用するソフトウェアに関する技術的課題に対して，自由な意見交換の場を提供し，今後のソフトウェア技術のありかたに対して提言を行うことを目的とします．

　第2回目は，「Active Network技術」に関して講演発表の募集を行います．Active Network技術は，ユーザのネットワークプログラマビリティを実現しようとする技術であり，ここ最近活発な研究開発の取り組みが行われております．今回は，本技術が既存網に与えるインパクト，インターネットに代表される端末主導NWとの共存，今後の公衆網／広域網への展開や新サービスの創造に向けた技術的課題など，Active Network技術の持つ様々な側面について幅広くご提案頂きたいと思います．また現状の動向に関する招待講演も予定しておりますので，奮ってご参加下さい．

　講演および参加希望の方は，下記の要領に従って申し込んで下さい．

期日　平成11年 12月3日(金)

会場　機械振興会舘 6F 65号室

テーマ「Active Network技術」

参加費　一般会員:9,000円，学生会員:5,000円

講演申込方法

　氏名，所属，講演題目，概要(400字程度)，連絡先(住所，電話番号，E-mail，FAX番号)を記入(様式自由)の上，11月4日(木)までに申し込んで下さい．

講演原稿締切　11月18日(木)

参加申込方法

　氏名，所属，連絡先(住所，電話番号，E-mail，FAX番号)を記入(様式自由)の上，11月11日(木)までに申し込んで下さい．

　また，今回のテーマに関するポジションペーパー(A4版1枚様式自由)を11月18日(木)までに，下記申込先まで，ハードコピーあるいは電子メールで送付して下さい．

　参加費は下記の銀行口座に期日(11月26日(金))までにお振込み下さるようお願い致します．

　なお，振込後の参加費の返還には応じかねますので御了承下さい．また請求書もしくは領収証が必要な場合は，申込の際にその旨，記入して下さい．

参加申込先

　大石哲矢(NTTネットワークサービスシステム研究所 NソP ネプG)

〒180-8585  武蔵野市緑町3-9-11

    TEL:0422-59-2208，FAX:0422-59-3320

    E-mail:oishi.tetsuya@lab.ntt.co.jp

    申込みはFAX，電子メールでも結構です．

参加費振込先 (11月26日(金) 締切厳守)

　富士銀行三鷹支店

  口座名:ネットワークの変革とソフトウェア研究会

　　　　 大石哲矢

　口座番号:普通4298770

研究会全般に対する問合先

　白石智

　　　(NTTネットワークサービスシステム研究所)

    TEL:0422-59-4372

主催　ネットワークの変革とソフトウェア時限研究

　　　専門委員会

◆　ネットワークの変革とソフトウェア研究会の活動については以下のURLをご覧下さい.

  　　http://www.ieice.or.jp/cs/jpn/nswj/ 

· □□□□□□□□□□

ソフトウェア無線時限研究専門委員会からのお知らせ

              委員長　 河野　隆二（横浜国大）

　ソフトウェア無線（SR）研究会は，1999年１月に発足した第２種時限研究会です．ワークショップ並びに研究会の開催，大会等におけるセッションの企画，論文誌特集号の企画等を行っております．

本研究会の当面の予定を以下に示します．皆様の積極的な参加をお待ちしております．

◆SR研究会の今後の予定

○第2回研究会

　日　時：11月 17日(水)

　会　場：名古屋大学

　テーマ：ソフトウェア無線関連一般

　発表申込締切日：締切済

　プラグラム等詳細は未定．

　参加費：3,000円（予定）

　参加申し込み先：名古屋大学　片山正昭　

　　　　　E-mail: katayama@nuee.nagoya-u.ac.jp

　なお，翌11月18日（木）は名大テクノシンポジウム（仮称）が同大学で開催され，ソフトウェア無線関連の講演会が予定されています．

☆その他トピックス

現在，ソフトウェア無線研究会ではホームページを作成中です．今しばらくお待ち下さい．

【SR研に関する問合せ先】

　春山　真一郎

　　　　（ソニーコンピュータサイエンス研究所）

　TEL:03-5448-4380

　E-mail: haruyama@csl.sony.co.jp

　三浦　龍（郵政省通信総合研究所）

　TEL:0468-47-5061

　E-mail: ryu@crl.go.jp
· □□□□□□□□□□

フォトニックネットワークをベースとする次世代インターネット技術時限研究専門委員会からのお知らせ

              委員長　 青山 友紀（東大）

◆研究会の内容

  インターネット技術とフォトニックネットワーク技術,さらにはそれを支えるコンポーネント技術という異なる分野の研究者が同じ課題に対して議論を戦わせ,一体となって新しいコンセプト,アーキテクチャ,システム,デバイスを創出することを目指しています.

◆研究分野

・ バックボーン／アクセスネットワークのアーキテ

   クチャ

・ 次世代インターネットにおけるレイヤ間機能分担

・ 次世代インターネットにおけるフォトニック

    NNI/UNIインターフェース

・ フォトニックネットワークにおける新しいプロト

   コル

・ 光処理ルーティング手法,光パケット転送法

・ フォトニックネットワークにおけるOAM

・ フォトニックノード(光処理ルータ,OADM,OXC,

   光スイッチ)構成

・ OTDM,OCDMによるネットワーク構成

・ フォトニックネットワーク用光機能デバイス

・ フォトニックネットワークテストベッド

・ 次世代インターネットにおけるアプリケーション

◆最近の活動

　第１回研究会を６月に東京で開催しました.８月には研究会の目的の一つでもあるインターネット技術研究者,フォトニックネットワーク技術研究者,デバイス研究者の交流及び議論を深めるための合宿専門委員会を実施しました.合宿では,講師として中川 晋一氏(CRL)をお迎えして,フォトニックインターネットテストベッド構築におけるリアルボトルネックを講演していただくとともに,インターネットから見たフォトニックネットワークへの期待と課題,ネットワークの各レイヤにおける機能分担,フォトニックネットワークと光デバイス技術の連携,フォトニックネットワーク技術の実用化へ向けた課題といったテーマを設定して深夜まで及ぶ討論を行ないました.討論の結果は今後の研究会に反映させていく予定です.

☆ PNI研究会の今後の予定([ ]内発表申込締切日)

第２回研究会

日程：11月25日(木) [発表申込締切済]

会場：大阪・大阪大学工学部図書館「視聴覚ホール」

      (千里キャンパス)

研究会終了後懇親会を予定してしています. 

第３回研究会

日程：2000年5月頃を予定 [未定]

会場：東京

【発表申込・問合先】

岡本 聡 (NTT未来ねっと研究所)

〒239-0847 横須賀市光の丘1-1

TEL: 0468-59-8870, FAX: 0468-59-3396

E-mail: okamoto@exa.onlab.ntt.co.jp

江村 克己(NEC C&Cメディア研究所)

〒216-8555 川崎市宮前区宮崎4-1-1

TEL: 044-856-8108, FAX: 044-856-8071

E-mail: emura@ccm.cl.nec.co.jp
□□□□□□□□□□
通信ソサイエティマガジンのお知らせ

　　　   ニュース編集幹事　　（）
通信ソサイエティでは,会員の皆様を対象と致しましたソサイエティマガジンの電子出版(第１号～第３号)を掲載しておりますので,こちらもご覧下さい.

【利用方法】

通信ソサイエティマガジンは,電子情報通信学会通信ソサイエティの

ＵＲＬ(http://www.ieice.or.jp/cs/jpn/)から直接アクセスできます.

□□□□□□□□□□
通信ソサイエティメーリングリストへの加入と注意事項について
ニュース編集幹事　森川　博之（東大）
通信ソサイエティの各種活動や通信に関する最新の情報がe-mailで自動的にあなたのもとに届く

『通信ソサイエティメーリングリスト

    　　news.com@ieice.or.jp』に加入しませんか．加入は無料で、手続きも以下のように大変簡単です．
★　新規加入方法
　新規加入希望の方は、listserv@ieice.or.jp宛に次の内容を本文に書いた電子メ－ルを送って下さい．
subscribe news.com ローマ字名 ローマ字姓 電話番号  漢字氏名所属 住所 会員種別

　ここで,以下の点に注意してください（subject欄は自由です）．
○ subscribe行は２行以上に渡ってはいけません． Eudora等のE-Mailソフトを使用するときWrap modeで使用していると,１行が80バイト以上になると自動的に改行が入ってしまうので,subscribe時にWrap modeを使用してはいけません．

○「電話番号」等の各エントリは全てASCII(英文字)の" " (半角スペース)で区切ること．
○各エントリ内部には半角スペースを使用してはいけません．ただし、全角スペース"　"は,各エントリ内に使用しても構いません．
(例)　subscribe  news.com  Taro  Sato  03-3433-6691  佐藤太郎  ##電気株式会社  〒105-0011東京都港区芝公園3-5-8
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

編集後記 ：通信ソサイエティ内に編集委員会が設けられました．英文／和文論文誌，マガジン，ニューズレター，研究会資料，ソサイエティ大会まで含めて通信ソサイエティ全体の発刊物全般の議論を行う場です．ニューズレターのあり方に関しましても今後検討を進めていかなければならないと考えております．ご意見等ございましたらご遠慮なく森川までお知らせいただけると幸いです．　　　　　　（森川博之・ニュース編集幹事・東大）

￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣
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